


寓　眞　詮　明

（第1列左よりト6，簾2列左より7′一・一ノ13・節3列左より14－22）
1．Anomalacuprea HOPE）
2．A．viridana（KOIBE）
3．A．costata HOPE
4．A．splendensGYLLENHAL
5．A．daimianaHAROLD
6．A．testaceipesMOTSCHULSKY
7．A．lucens BALLION
8．A．flavilabrisWATERHOUSE
9．A．rufecupreaM var・vi01aceaOHAVS
lO．A．gerliculata（MOTSOHULSKY）
11．A．rufocupreaMOTSCHVLSKY
12．　var．caStanipennisOHAUS
13．A．multristriataMOTSCHULSKY
14．Papilli・ljaponicaNEWMANN
15．AnomalaoctiescostataBURMEISTER
16．A．0rientalis WATERHOUSE

17．回

ドゥガネブイブイ（鳥原産）
ヤマトアオドゥガネ（多田産）
ォォスジコガネ（烏国産）
コガネムシ（島原産）
サクラコガネ（烏原産）
スジコガネ（烏原産鳥原産）
ッヤコガネ（島原産）
ヒメスジコガネ（山の街倭）
ァォィロヒメコかネ（鳥原産）
ヒメサクラコガネ（御影産）
ヒメコがネ（箕谷産）
クリイロヒメコガネ（山の街産）
ノ、ンノヒメコガネ（六甲産）
マメコガネ（島原産）
ヒラタアオコガネ（鳥原産）
セマダラコがネ（烏国産）

（この接本はダンパヒメコガネと云われたもの勺）
（鳥原産）

18．A．cospurcataHAROLD　　　　　カタモンコがネ（烏原産）
19．A．irregularisWATERHOUSE　　　キスジコガネ（山の荷産）
20．AdoretuslenuimaculatusWATERHOUSEチャイロコガネ（箕谷産）
21．AnomalapubicollisWATERHOUSE　ナラノチャイロコがネ（箕谷産）
22．A．diversaWATERHOUSE　　　　ウスチヤコガネ（香櫨園産）



26（25）胸背教著しく親き点刻を有せす。
27し28）遡躇あ側線隆線は超の攣薗部に適す。
胸背医の点刻微細ならす。　　・A．daimiaIは

28（27）廼鞠の側線隆緑は週の中央部の後にて終る。．
29（30）遡塵上に褐色の斑紋、もしくは黒色を呈す。

A．0エ・ienねiis

30（29）麹鷹上に親善光沢あり。
31（32）胸骨板の点亥訂著し・く微細なり。

．A．geineu18．ta
32（31）胸背板の点邦著しく微細ならす。
33（34）趨鞠葉禍にして美淡諒光沢を呈し、点刻やや
ガ、なり。　　　　　　　　　　　　　　A．111eeIIS

34（33）・胸骨板と麺覇周色なら磨点刻梢や大なら。
A．rはfoeuprea

・1・Anomala、Cuprea（HnPE）・ドゥかネブイブイ
ⅢOPE，Proc．・Zooi．Scc．London，Vii，P．72
（1839）叩neHdra）チ）

■普通に得られる種である。■ブドウの葉を喰う害虫と
して知られて居る。
（採集地）2）多田、鳥原に箕谷、再度山、須磨。
（分　布）千島（国後島）、北海道、本州、佐渡ケ島、
魔岐島、四国、九州、対島、種子島、屋久島。

2．Anomala daimiana HAROLP　サクラコガネ
DelltSCh．Ent．Zeitschr．p．354，（1877）、

本産も神戸地方では普通に得られる種である。果

樹、サク、ラ等の葉を食害する0　、
（採集地）島原、多・田。
（分　布）北海道、本州、伊豆大島、四国l九州、

朝鮮。
3・Anomalagenicu】aia．（MOTSCH：ULSKY）

ヒメサクラコガネ
Buii∴MoEC，1866i，P．171（Rhinoplia）

，サクラコガネに艮＿く似た踵であるが従来色々と同定
の誤りがあった種で此の経過に就いては沢田氏の報文
（関西昆虫学会々報、Ⅹ．ⅠVl．Ply．14～19．19・重4）に
詳しく出て居る。記載に藩糾、ては新島、木下両氏の論
文にある1（1923）、ただ体下面の色彩によってのdaト
mia甲との区別は沢田氏の云あれる通り等を得て居
らぬ。∵見して体の小号な事、遡朝鮮線の少い革、頭
楯の形状等で区別揖来る。神戸では余り採集されて居
ない様であるが和田君に依ると御影附近で可成り得ら
れるらしい。筆者も和田君採集の一一蔵を所有する。－
（採集地）御影、1♀，3－Ⅶ－1948

′．（分　布）北海道、本州、九州、琉球（奄美大島）。

年・Ano甲ala hcenSBAIJLInN　ツヤコガネ
丑uii．HoSC，1871，P．155

争琴の変イヒ極めて著しきちのあり。一級に背旗国共
に淡黄褐色を呈し、背面は一様に緑色光沢を帯びて居′
る0それ羊り次執こ濃色に移りゆく。併し神戸にて採
集せるものは現在の所余り漁色になった個体は得て屠
らぬ。沢田氏に依ると黒化迄の色彩の変イヒが記されて
居る。神戸に於てはサクラコ．ガネより個体数は少い。
塵交尾暮雪襲イヒも可成やある0
（裸集地）箕谷、鳥原。
（分　布）北海道、本州。
5．Anomalartlfocuprea MOTSCHULSKY

ヒメコガネ

E111d．Ent．正，p．14（1860）（Japan）

ヒメコガネ、ハン†車コがネは極めて類似し其の区
別は外見上では一寸由来難い。沢田氏は此の二者牽．同
一私君くは正樺と敬う事を畢唱ざれたが筆者は同一
種とした方が良い様に思うので此の弔文では上記の如
く取扱った。
本踵は当地方では極めて普通種にて合gellitalia、は

沢田民の報文に依咋ばA・mOt8ebuls桓iに近い蔵で
あるq
（嫉集地）箕谷、鳥取山の街∴多弁畑、′六軌
（分　布）牝海適、本州、四国、九州。
5よvar・Cadlollipenni8（〕HHUS

クリイロヒ．メコガネ
Sletliner Enl．Zeit．，1ⅩⅩⅤⅠ，p．320（19I3）

体は嗜青色、廻鶴のみ栗色で側線は黒褐色である。
個体数は少い。
（採集地）・高取山、箕谷。
（分　布）北海道、本州、四国、九州。
5王）∴var．violacea（1HHUS　アオイロヒメコガネ

．体色青藍色、普通に居る。
（採集地）山の荷、箕谷、大池、多弁畑。
．（分　布）北海道、本州、伊豆、由国、九州。
5（さ．Var．Viridiaenea r）HAUS　ミドリヒメコガネ

，Slettinerモ如．Zeit．；LXXVT，p．320（1915）
線色種、個藤数は多い。
（採集地）六甲、巽谷、多井畑、須磨。
（分　布）本州。
6・Anomala viridana（KnLもE）

ヤマトアオドゥガネノ

ArOh．f．Natn1g．，Iii，1886，P．192（Korea）

（EllCblpra）

1）文献は原記載のみ掲ザた。
2）採集地には現在筆者所有療茶に裁てのみ記した。
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